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The Safe Cities Index 2021 


2021 年 に 最新 版 が 発表 され た 「 Safe Cities Index (都市 の 安全 性 指数 = 以降 
SCI) (第 四 版 )」 は 、 ザ ・ エ コノ ミス ト ・ イ ン テ リ ジェ ンス ・ ユ ニッ ト (EIU) 
が 2015 年 以来 、 世 界 的 な 政策 ベン チマ ー ク ・ ツ ー ル と し て 継続 的 に 実施 し て 
きた 調査 で す 。SCI 2021 で は 都市 の 安全 性 を 、 サ イ バ ー セ キュ リティ 、 医 療 ・ 
健康 環境 の 安全 性 、 イ ン フ ラ の 安全 性 、 個 人 の 安全 性 、 環 境 の 安全 性 の 5 つの 
カテ ゴリ ー に また が る 76 指標 を 採用 し て いま す 。 版 を 重ね る ご と に 、 新 型 コロ 
ナウ ィ ル ス 感 染 症 (COVID-19) な どの 新た な 課題 を 反映 させ 、 調 査 内 容 を 精 級 
化し て きま し た 。 今年 は 、 ア フリ カ ・ 南 北ア メリ カ ・ ア ジア 太平 洋 ・ ヨ ー ロ ッ パ ・ 
中 東 の 60 都市 を 対象 に し て いま す が 、 各 都市 の 規模 ・ 地 域 ・ 所 得 水準 は 様々 で す 。 


新た な 時 代 の 都市 と 安全 性 


COVID-19 は 、 人 類 の 大 半 が 都市 に 住 お よう に な っ た 2007 年 以降 に 初め て 
発生 し た 世界 的 パン デミ ッ ク で す 。 今回 の 危機 は 、 都 市 の リソー ス に 大 き な 負 和 荷 
を も た らし 、 社 会 ・ テ クノ ロジ ー 分 野 の トレ ンド を 加速 させ た だ け で な く 、 都 市 
の レジ リエ ンス と いう 概念 を 大 きく 変え まし た 。 


安全 な 都市 ~ 明日 と その 先 の 未来 を 見 据え て 


ザ ・ エ コノ ミス ト ・ グ ルー プ は 、COVID-19 や 環境 問題 が 都市 の 安全 性 に 及ぼ す 
影響 と 、 よ り 持 続 可 能 性 の 高い 都市 の 実現 に 向け た 方 策 に つい て 検証 する た め 、 
KMD 最高 技術 責任 者 (CTO) で ある ハン ス ・ ヤ ヤ テ ィ サ 氏 、UN-Habitat 
(国際 連合 人 間 居 住 計画 ) 都市 レジ リエ ンス ・ グ ロー バル プロ グラ ム 統括 責任 者 
の エス テバ ン ・ レ オン 氏 、 南 デン マー ク 大 学 (SDU) 都市 レジ リエ ンス 専門 の 
ニコ ラ ・ ト ー リ ン 教 授 ら の 専門 家 と 意見 交換 を 行い まし た 。 


グロ ー バ ル な 課題 へ の 対応 と 
テク ノロ ジー と 柔軟 性 の 重要 性 


グロ ー バ ル な 課題 に 対応 する た め 、 政 府 に 今 求 め ら れ て いる の は 柔軟 な 対応 能力 、 
そし て 様々 な 脅威 を 想定 し 、 複 雑 か つ 関連 性 の 高い 都市 シス テム 全体 を 視野 に 入 
れ た 包括 的 アプ ロー チ で す 。 今回 の パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン で は 、SCI 2021 で 
総合 ラン キン グ 1 位 と な っ た コペン ハー ゲン を 例 と し て 取り 上 げ 、 特 に 昨年 の 
COVID-19 危機 対応 に お いて 成功 の 鍵 と な る 要因 を 検証 し まし た 。 


コペン ハー ゲン に よる COVID-19 危機 と 気候 変動 へ の 対応 で 重要 な 鍵 と な っ た 
の は 、 テ クノ ロジ ー の 効果 的 活用 で す 。 世 界 の 都市 が 現在 直面 する 様々 な 脅威 に 
対応 する た め に は 、 政 府 ・ 市 民 社 会 ・ 企 業 と の 協力 関係 が 不可 欠 と な っ て きま す 。 
そし て 連携 を 通じ た 取り 組み を 進め る 上 で 、 デ ー タ や 専門 知識 の 共有 は 極め て 
重要 で す 。 


デン マー ク は 、 国 連 が 隔年 で 発表 する 世界 電子 政府 ラン キン グ の 2018 年 ・ 
2020 年 版 で 1 位 に 選ば れ て お り 、 コ ロナ 袖 の 行動 や 状況 に つい て デジ タル 広報 
サー ビス を 使用 し 、 全 市 民 へ 情報 を 提供 し 続け まし た 。 ま た 医療 環境 に つい て は 
遠隔 医療 の 拡大 を 実施 し 、COVID-19 へ の 対応 だ け で な く 、 薬 物 ・ ア ルコ ー ル 
乱用 な どの 社会 的 問題 に も 発展 させ まし た 。 “MyHealth"” と いう 医療 アプ リ も 
改良 され 、COVID-19 の 抗原 検査 結果 を 受け 取っ た り 、 ワ クチ ン 接 種 完了 を 証明 
で きる よう に し た ほか 、 ユ ー ザ ー イ ンタ ー フ ェ イ ス の 改善 に よっ て 、 国 民 が より 
簡単 に 操作 で きる よう に な り ま し た 。 トーリ ン 氏 は 、COVID-19 の 感染 拡大 の 
監視 に デー タ が 活用 され て いる の は 、 市 民 社 会 と 行政 の 問 に 信 頼 関 係 が ある か ら 
だ と 述べ て いま す 。 
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都市 の デジ タル 化 に 伴い 、 サ イ バ ー セ キュ リティ は より 重要 に な っ て き て いま す 。 
効果 的 な サイ バー セキ ュ リ ティ 体制 の 構築 に は 、 デ ー タ ・ ネ ットワーク の 保護 と 
ユー ザー の 利便 性 を 両立 させ る こと が 不可 欠 で す 。 IT スキ ル が 必ず し も 高く な い 
高齢 者 や 障がい 者 に と っ て 、 後 者 は 特に 重要 と な り ま す 。 デ ンマ ー ク は 、 パ ン デ 
ミッ ク の 中 で も オン ライ ン 上 で 公共 サー ビス を 利用 で きる よう 、 自 治 体 が 市 民 に 
修 サ ービス を 提供 し まし た 。 ま た コペン ハー ゲン は 、 縦 割り 行政 の 解消 と 医療 
デー タ の 効率 的 共有 に 向け 、IT シス テム の 統合 を 進め て いま す 。 


選 ] 


公共 セク ター に お ける デジ タル 化 の 推進 は 必ず し も 容易 で は あり ませ ん 。 し か し 
KMD の ハン ス ・ ヤ ヤ テ ィ サ 氏 は 、 デ ジタル 化 が 現在 の よう な 危機 下 で は 『 都 市 ・ 
国 の 対応 能力 を 大 きく 左右 する 要因 と な る 」 と 指摘 し て いま す 。 ま た 南 デ ンマ ー 
ク 大 学 の ニコ ラ ・ ト ー リ ン 氏 に よる と 、 コ ペン ハー ゲン で は 緑地 の 多い オー プ 
ン な 公共 スペ ー ス 、 近 隣 住民 の 強い 結束 力 、 優 れ た 公共 サー ビス 、 無 料 の 医療 ・ 
社会 サー ビス 、 市 民 社 会 へ の 高い 信頼 な ど 様々 な 要因 が プラ ス に 働き まし た 。 
また 民族 的 マイ ノリ ティ や ホー ムレ ス な ど 、 社 会 的 弱者 へ の 支援 も 継続 的 に 行わ 
れ た と 述べ て いま す 。 


科学 的 根拠 に 基づく 意思 決定 


また 気候 変動 を は じ め と する グロ ー バ ル な 課題 の 克服 に は 、 デ ー タ が 極め て 重要 
な 役割 を 果たし ます 。 例え ば コペン ハー ゲン は 、 公 共 施 設 の 電気 ・ 熱 ・ 水 道 使用 
量 の 測定 に テク ノロ ジー を 活用 し 、 利 用 傾向 を 把握 する こと で 、 消 費 量 削減 と 
効率 化 に つなげ て いま す 。 国連 ハビ タッ ト の エス テバ ン ・ レ オン 氏 は 、 こ うし た 
取り 組み を 実現 する た め に は 、 デ ー タ の 活用 を 通じ た 政治 レベ ル の “科学 的 根拠 
に 基づく 意思 決定 ” が 不可 欠 だ と 述べ て いま す 。 


新興 国 の 都市 の 多く は 、 デ ー タ の 収集 ・ 活 用 に 必要 な テク ノロ ジー・ ス キル を 
先進 国 の 都市 ほど 備え て いま せん 。 し か し コペン ハー ゲン を は じ め と する 先進 
都市 が デー タ や ベス ト プ ラ クティ ス の ノウ ハウ を (特に 発展 途上 国 の 都市 と ) 
共有 すれ ば 、 課 題 の 克服 に つなが る と 思わ れ ま す 。 


また 中 央 政府 ・ 市 民 社 会 ・ 民 間 セ クタ ー に よる 法規 制 ・ リ ソー ス ・ 体 制 面 の 支援 
も 大 き な 役 割 を 果たし て いま す 。 トーリン 氏 が 指摘 する よう に 、「 連 携 を 通じ た 
取り 組み と 責任 分 担 は 」 都 市 の 安全 性 強化 に 欠か せな い 要 因 な の で す 。 
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新た な アプ ロー チ の 必要 性 


COVID-19 や 環境 問題 な ど 世界 が 現在 直面 する 多く の 問題 は 、 地 球 規模 で あり 
な が ら 、 ロ ー カ ル な 対応 を 必要 と する 特徴 を 持っ て いま す 。 こ うし た 深刻 な 内 
へ の 対応 に は 、 新 た な 思考 と アプ ロー チ が 不可 欠 で す 。 超 国家 組織 ・ 国 ・ 地 域 ・ 
自治 体 が コミ ュ ニ ケー ショ ン と 連携 を 効果 的 に 推進 し 、 環 境 の 変化 に 柔軟 に 
対応 する こと が 求め られ て いま す 。 ト ー リ ン 氏 は 、「 世 界 は 消費 ・ 製 造 の あり 方 
を 抜本 的 に 変え る 必要 が ある 。 底 じ 諾 と の 大 き な 変 寺 の 容 現 は 決 じ 容易 で な い l 
と 指摘 し て いま す 。 


協力 体制 の 推進 と 同様 に 重要 と な る の は 、 シ ステ ム 思 考 の 考え 方 で す 。 複 雑 な 
都市 シス テム は 相互 に 関連 し て いま す の で 、『 様 々 な 形 の 脅威 に 対し 、 複 数 の 組織 ・ 
ステ ー ク ホル ダー が 関与 する と いう アプ ロー チ が 必要 だ 」 と レオ ン 氏 は 指摘 し て 
いま す 。 そ し て 「 コ ロナ と いっ た 差し 迫る 危機 対応 に 追わ れ 、 よ り 長 期 的 か つ 
本 質 的 に 重要 な 課題 を 見 失う こと が あっ て は な ら な い 」 と 述べ て いま す 。 


44 
世界 は 消費 ・ 製 造 の あり 方 を 抜本 的 に 変え る 必要 が ある 。 
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